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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　圧縮機、熱源側膨張弁、熱源側熱交換器及びアキュムレータを有する熱源機と、
　室内熱交換器及び室内膨張弁を有する少なくとも１台の室内機と、
　前記圧縮機、前記室内熱交換器、前記室内膨張弁、前記熱源側膨張弁、前記熱源側熱交
換器及び前記アキュムレータが環状に設けられた主回路と、
　前記主回路に対して前記室内熱交換器及び前記室内膨張弁と並列に接続され、流路切替
手段、蓄熱材との熱交換を行う蓄熱熱交換器、及び蓄熱膨張弁が設けられた蓄熱回路と、
　前記流路切替手段と、前記アキュムレータの入口側とを接続し、第１の開閉手段が設け
られた採熱回路と、
　前記圧縮機の吐出側と、前記熱源側膨張弁と前記熱源側熱交換器との間と、を接続し、
第２の開閉手段が設けられたホットガスバイパス回路と、を備え、
　前記室内熱交換器と前記蓄熱熱交換器とを凝縮器として機能させ、前記熱源側熱交換器
を蒸発器として機能させて、暖房運転を行いながら前記蓄熱材に蓄熱する暖房兼蓄熱運転
と、
　前記熱源側熱交換器と前記室内熱交換器とを凝縮器として機能させ、前記蓄熱熱交換器
を蒸発器として機能させて、暖房運転を行いながら前記蓄熱材から採熱し、前記熱源機の
デフロスト運転を行う暖房兼デフロスト運転と、を少なくとも実行可能であり、
　前記暖房兼蓄熱運転を行う場合には、前記蓄熱膨張弁は、前記蓄熱熱交換器の出口の過
冷却度が目標値に近づくように制御され、
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　室外温度が第１の温度のときの前記過冷却度の目標値は、室外温度が前記第１の温度よ
りも高い第２の温度のときの前記過冷却度の目標値よりも小さい値に設定されることを特
徴とする空気調和装置。
【請求項２】
　圧縮機、熱源側膨張弁、熱源側熱交換器及びアキュムレータを有する熱源機と、
　室内熱交換器及び室内膨張弁を有する少なくとも１台の室内機と、
　前記圧縮機、前記室内熱交換器、前記室内膨張弁、前記熱源側膨張弁、前記熱源側熱交
換器及び前記アキュムレータが環状に設けられた主回路と、
　前記主回路に対して前記室内熱交換器及び前記室内膨張弁と並列に接続され、流路切替
手段、蓄熱材との熱交換を行う蓄熱熱交換器、及び蓄熱膨張弁が設けられた蓄熱回路と、
　前記流路切替手段と、前記アキュムレータの入口側とを接続し、第１の開閉手段が設け
られた採熱回路と、
　前記圧縮機の吐出側と、前記熱源側膨張弁と前記熱源側熱交換器との間と、を接続し、
第２の開閉手段が設けられたホットガスバイパス回路と、を備え、
　前記室内熱交換器と前記蓄熱熱交換器とを凝縮器として機能させ、前記熱源側熱交換器
を蒸発器として機能させて、暖房運転を行いながら前記蓄熱材に蓄熱する暖房兼蓄熱運転
と、
　前記熱源側熱交換器と前記室内熱交換器とを凝縮器として機能させ、前記蓄熱熱交換器
を蒸発器として機能させて、暖房運転を行いながら前記蓄熱材から採熱し、前記熱源機の
デフロスト運転を行う暖房兼デフロスト運転と、を少なくとも実行可能であり、
　前記暖房兼蓄熱運転を行う場合には、前記蓄熱膨張弁は、前記蓄熱熱交換器の出口の過
冷却度が目標値に近づくように制御され、
　前記室内機の暖房負荷が第１の値のときの前記過冷却度の目標値は、前記室内機の暖房
負荷が前記第１の値よりも小さい第２の値のときの前記過冷却度の目標値よりも小さい値
に設定されることを特徴とする空気調和装置。
【請求項３】
　圧縮機、熱源側膨張弁、熱源側熱交換器及びアキュムレータをそれぞれ有し、互いに並
列に接続された複数台の熱源機と、
　室内熱交換器及び室内膨張弁を有する少なくとも１台の室内機と、
　前記圧縮機、前記室内熱交換器、前記室内膨張弁、前記熱源側膨張弁、前記熱源側熱交
換器及び前記アキュムレータが環状に設けられた主回路と、
　前記主回路に対して前記室内熱交換器及び前記室内膨張弁と並列に接続され、流路切替
手段、蓄熱材との熱交換を行う蓄熱熱交換器、及び蓄熱膨張弁が設けられた蓄熱回路と、
　前記流路切替手段と、前記複数台の熱源機のそれぞれの前記アキュムレータの入口側と
を接続し、前記複数台の熱源機毎に第１の開閉手段が設けられた採熱回路と、
　前記複数台の熱源機毎に設けられ、それぞれの前記圧縮機の吐出側と、それぞれの前記
熱源側膨張弁と前記熱源側熱交換器との間と、を接続し、第２の開閉手段がそれぞれ設け
られた複数のホットガスバイパス回路と、を備え、
　前記室内熱交換器と前記蓄熱熱交換器とを凝縮器として機能させ、前記熱源側熱交換器
を蒸発器として機能させて、暖房運転を行いながら前記蓄熱材に蓄熱する暖房兼蓄熱運転
と、
　前記複数台の熱源機のうちの第１の熱源機の前記熱源側熱交換器と前記室内熱交換器と
を凝縮器として機能させ、前記複数台の熱源機のうちの第２の熱源機の前記熱源側熱交換
器と前記蓄熱熱交換器とを蒸発器として機能させて、暖房運転を行いながら前記蓄熱材か
ら採熱し、前記第１の熱源機のデフロスト運転を行う第１の暖房兼デフロスト運転と、
　前記第２の熱源機の前記熱源側熱交換器と前記室内熱交換器とを凝縮器として機能させ
、前記第１の熱源機の前記熱源側熱交換器と前記蓄熱熱交換器とを蒸発器として機能させ
て、暖房運転を行いながら前記蓄熱材から採熱し、前記第２の熱源機のデフロスト運転を
行う第２の暖房兼デフロスト運転と、を少なくとも実行可能であり、
　前記第１の暖房兼デフロスト運転及び前記第２の暖房兼デフロスト運転は、前記暖房兼
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蓄熱運転を挟んで順次実行され、
　前記暖房兼蓄熱運転を行う場合には、前記蓄熱膨張弁は、前記蓄熱熱交換器の出口の過
冷却度が目標値に近づくように制御され、
　室外温度が第１の温度のときの前記過冷却度の目標値は、室外温度が前記第１の温度よ
りも高い第２の温度のときの前記過冷却度の目標値よりも小さい値に設定されることを特
徴とする空気調和装置。
【請求項４】
　圧縮機、熱源側膨張弁、熱源側熱交換器及びアキュムレータをそれぞれ有し、互いに並
列に接続された複数台の熱源機と、
　室内熱交換器及び室内膨張弁を有する少なくとも１台の室内機と、
　前記圧縮機、前記室内熱交換器、前記室内膨張弁、前記熱源側膨張弁、前記熱源側熱交
換器及び前記アキュムレータが環状に設けられた主回路と、
　前記主回路に対して前記室内熱交換器及び前記室内膨張弁と並列に接続され、流路切替
手段、蓄熱材との熱交換を行う蓄熱熱交換器、及び蓄熱膨張弁が設けられた蓄熱回路と、
　前記流路切替手段と、前記複数台の熱源機のそれぞれの前記アキュムレータの入口側と
を接続し、前記複数台の熱源機毎に第１の開閉手段が設けられた採熱回路と、
　前記複数台の熱源機毎に設けられ、それぞれの前記圧縮機の吐出側と、それぞれの前記
熱源側膨張弁と前記熱源側熱交換器との間と、を接続し、第２の開閉手段がそれぞれ設け
られた複数のホットガスバイパス回路と、を備え、
　前記室内熱交換器と前記蓄熱熱交換器とを凝縮器として機能させ、前記熱源側熱交換器
を蒸発器として機能させて、暖房運転を行いながら前記蓄熱材に蓄熱する暖房兼蓄熱運転
と、
　前記複数台の熱源機のうちの第１の熱源機の前記熱源側熱交換器と前記室内熱交換器と
を凝縮器として機能させ、前記複数台の熱源機のうちの第２の熱源機の前記熱源側熱交換
器と前記蓄熱熱交換器とを蒸発器として機能させて、暖房運転を行いながら前記蓄熱材か
ら採熱し、前記第１の熱源機のデフロスト運転を行う第１の暖房兼デフロスト運転と、
　前記第２の熱源機の前記熱源側熱交換器と前記室内熱交換器とを凝縮器として機能させ
、前記第１の熱源機の前記熱源側熱交換器と前記蓄熱熱交換器とを蒸発器として機能させ
て、暖房運転を行いながら前記蓄熱材から採熱し、前記第２の熱源機のデフロスト運転を
行う第２の暖房兼デフロスト運転と、を少なくとも実行可能であり、
　前記第１の暖房兼デフロスト運転及び前記第２の暖房兼デフロスト運転は、前記暖房兼
蓄熱運転を挟んで順次実行され、
　前記暖房兼蓄熱運転を行う場合には、前記蓄熱膨張弁は、前記蓄熱熱交換器の出口の過
冷却度が目標値に近づくように制御され、
　前記室内機の暖房負荷が第１の値のときの前記過冷却度の目標値は、前記室内機の暖房
負荷が前記第１の値よりも小さい第２の値のときの前記過冷却度の目標値よりも小さい値
に設定されることを特徴とする空気調和装置。
【請求項５】
　前記暖房兼蓄熱運転を行う場合には、全ての前記第１の開閉手段及び全ての前記第２の
開閉手段は閉状態とされ、前記流路切替手段は、前記圧縮機から吐出された冷媒の一部が
前記蓄熱熱交換器に流入し、かつ前記蓄熱熱交換器から流出して前記蓄熱膨張弁を通った
冷媒が前記熱源側膨張弁に流入する流路が形成されるように設定され、
　前記第１の暖房兼デフロスト運転を行う場合には、前記第１の熱源機の前記第１の開閉
手段及び前記第２の開閉手段は開状態とされ、前記第１の熱源機の前記熱源側膨張弁は全
閉状態とされ、前記第２の熱源機の前記第１の開閉手段及び前記第２の開閉手段は閉状態
とされ、前記流路切替手段は、前記室内膨張弁から流出した冷媒の一部が前記蓄熱膨張弁
を通って前記蓄熱熱交換器に流入し、かつ前記蓄熱熱交換器から流出した冷媒が前記採熱
回路に流入する流路が形成されるように設定され、
　前記第２の暖房兼デフロスト運転を行う場合には、前記第１の熱源機の前記第１の開閉
手段及び前記第２の開閉手段は閉状態とされ、前記第２の熱源機の前記第１の開閉手段及
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び前記第２の開閉手段は開状態とされ、前記第２の熱源機の前記熱源側膨張弁は全閉状態
とされ、前記流路切替手段は、前記室内膨張弁から流出した冷媒の一部が前記蓄熱膨張弁
を通って前記蓄熱熱交換器に流入し、かつ前記蓄熱熱交換器から流出した冷媒が前記採熱
回路に流入する流路が形成されるように設定されることを特徴とする請求項３又は請求項
４に記載の空気調和装置。
【請求項６】
　前記第１の暖房兼デフロスト運転を行う場合には、前記第２の熱源機の前記熱源側膨張
弁は、前記第２の熱源機の前記アキュムレータの入口の過熱度が目標値に近づくように制
御され、
　前記第２の暖房兼デフロスト運転を行う場合には、前記第１の熱源機の前記熱源側膨張
弁は、前記第１の熱源機の前記アキュムレータの入口の過熱度が目標値に近づくように制
御されることを特徴とする請求項３～請求項５のいずれか一項に記載の空気調和装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複数台の熱源機を備えた空気調和装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１には、デフロスト運転時においても空調室内を暖房することができる空気調
和装置が開示されている。この空気調和装置は、圧縮機、熱源側熱交換器、利用側熱交換
器、蓄熱用熱交換器、切換機構、第１分岐配管、及び冷媒貯留器を有している。切換機構
は、利用側熱交換器及び蓄熱用熱交換器を凝縮器として機能させ熱源側熱交換器を蒸発器
として機能させる暖房兼蓄熱状態と、熱源側熱交換器を凝縮器として機能させ蓄熱用熱交
換器を蒸発器として機能させる蓄熱利用デフロスト状態と、を切替可能である。第１分岐
配管は、圧縮機と熱源側熱交換器とを配管接続するための冷媒配管から分岐し、蓄熱利用
デフロスト状態において、圧縮機から吐出される冷媒の一部を利用側熱交換器に導いて、
利用側熱交換器を凝縮器として機能させるための配管である。
【０００３】
　また、特許文献２には、複数台の熱源機と、少なくとも１台以上の室内機とを備えた空
気調和装置が開示されている。熱源機と室内機とは、運転時は常に所定の接続配管を低圧
にし、他の所定の接続配管を高圧にする流路切替弁装置を介して接続されている。この空
気調和装置では、いずれか１台の熱源機が着霜状態であることを検知すると、着霜を検知
した熱源機に内装されている切替弁を反転させ、この熱源機に内装されている熱源側熱交
換器に圧縮機から吐出された冷媒を流入させて除霜運転を行う。それとともに、この熱源
側熱交換器から流出した冷媒と、着霜を検知していない他の熱源機に内装されている圧縮
機から吐出された冷媒とを合流させて暖房運転を継続する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特許第４４５７７５５号公報
【特許文献２】特許第４９４８０１６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　特許文献１に開示された空気調和装置では、暖房兼蓄熱状態において蓄熱材に蓄えた熱
を蓄熱利用デフロスト状態において採熱することにより、暖房運転を継続している。しか
しながら、暖房兼蓄熱状態では、暖房運転を行いながら、蓄熱利用デフロスト状態におけ
る暖房能力を維持できるだけの熱量を蓄熱材に蓄熱する必要がある。このため、接続され
る室内機の能力に対し、馬力の大きい大型の熱源機を接続する必要があった。特に、複数
台の熱源機を備える熱源機マルチシステムにおいては、熱源機が大型化することにより、
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熱源機の設置スペースの制約が大きくなってしまうという問題点があった。
【０００６】
　また、特許文献２に開示された空気調和装置では、熱源機のうちの１台の除霜運転を行
う際に暖房能力を維持するためには、除霜運転中の熱源機１台分の能力を補える大容量の
熱源機を接続する必要があった。そのため、熱源機が大型化し、熱源機の大型化により熱
源機の設置スペースの制約が大きくなってしまうという問題点があった。
【０００７】
　本発明は、上述のような問題点を解決するためになされたものであり、暖房運転を行い
ながらデフロスト運転を行うことができ、かつ熱源機を小型化できる空気調和装置を提供
することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明に係る空気調和装置は、圧縮機、熱源側膨張弁、熱源側熱交換器及びアキュムレ
ータを有する熱源機と、室内熱交換器及び室内膨張弁を有する少なくとも１台の室内機と
、前記圧縮機、前記室内熱交換器、前記室内膨張弁、前記熱源側膨張弁、前記熱源側熱交
換器及び前記アキュムレータが環状に設けられた主回路と、前記主回路に対して前記室内
熱交換器及び前記室内膨張弁と並列に接続され、流路切替手段、蓄熱材との熱交換を行う
蓄熱熱交換器、及び蓄熱膨張弁が設けられた蓄熱回路と、前記流路切替手段と、前記アキ
ュムレータの入口側とを接続し、第１の開閉手段が設けられた採熱回路と、前記圧縮機の
吐出側と、前記熱源側膨張弁と前記熱源側熱交換器との間と、を接続し、第２の開閉手段
が設けられたホットガスバイパス回路と、を備え、前記室内熱交換器と前記蓄熱熱交換器
とを凝縮器として機能させ、前記熱源側熱交換器を蒸発器として機能させて、暖房運転を
行いながら前記蓄熱材に蓄熱する暖房兼蓄熱運転と、前記熱源側熱交換器と前記室内熱交
換器とを凝縮器として機能させ、前記蓄熱熱交換器を蒸発器として機能させて、暖房運転
を行いながら前記蓄熱材から採熱し、前記熱源機のデフロスト運転を行う暖房兼デフロス
ト運転と、を少なくとも実行可能であり、前記暖房兼蓄熱運転を行う場合には、前記蓄熱
膨張弁は、前記蓄熱熱交換器の出口の過冷却度が目標値に近づくように制御され、室外温
度が第１の温度のときの前記過冷却度の目標値は、室外温度が前記第１の温度よりも高い
第２の温度のときの前記過冷却度の目標値よりも小さい値に設定されることを特徴とする
ものである。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、暖房運転を行いながら第１の熱源機のデフロスト運転を行う第１の暖
房兼デフロスト運転と、暖房運転を行いながら第２の熱源機のデフロスト運転を行う第２
の暖房兼デフロスト運転とが、暖房兼蓄熱運転を挟んで順次実行されるため、１回の暖房
兼デフロスト運転中に必要な除霜能力を低減することができる。これにより、必要採熱量
を低減することができ、各熱源機の圧縮機を小容量化できる。したがって、暖房運転を行
いながら除霜運転を行うことができ、かつ熱源機を小型化できる空気調和装置を実現でき
る。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明の実施の形態１に係る空気調和装置の冷媒回路構成を示す冷媒回路図であ
る。
【図２】本発明の実施の形態１に係る空気調和装置における暖房兼蓄熱運転時の冷媒の流
れを示す図である。
【図３】本発明の実施の形態１に係る空気調和装置における第１の暖房兼デフロスト運転
（ＯＣ１デフロスト）時の冷媒の流れを示す図である。
【図４】本発明の実施の形態１に係る空気調和装置における第２の暖房兼デフロスト運転
（ＯＣ２デフロスト）時の冷媒の流れを示す図である。
【図５】本発明の実施の形態１に係る空気調和装置の効果を示す説明図である。
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【発明を実施するための形態】
【００１１】
実施の形態１．
　本発明の実施の形態１に係る空気調和装置について説明する。図１は、本実施の形態に
係る空気調和装置の冷媒回路構成を示す冷媒回路図である。図１に示すように、本実施の
形態に係る空気調和装置は、互いに並列に接続された複数台の熱源機１００、２００（図
１では２台の熱源機１００、２００を示している）と、少なくとも１台の室内機４００（
図１では１台の室内機４００を示している）と、室内機４００に対して並列に接続された
蓄熱システム３００と、を備えた蓄熱利用熱源機マルチシステムである。なお、以下の説
明では、熱源機１００及び熱源機２００をそれぞれＯＣ１及びＯＣ２と表現する場合があ
る。
【００１２】
　空気調和装置の冷媒回路は、主回路３０と、蓄熱回路４０と、採熱回路５０と、ホット
ガスバイパス回路６０Ａ、６０Ｂと、を有している。主回路３０には、圧縮機１Ａ、１Ｂ
、四方弁３Ａ、３Ｂ、室内熱交換器１２、室内膨張弁１３、熱源側膨張弁４Ａ、４Ｂ、熱
源側熱交換器５Ａ、５Ｂ、アキュムレータ６Ａ、６Ｂがこの順に環状に接続されている。
【００１３】
　圧縮機１Ａ、１Ｂは、冷媒を吸入し、吸入した冷媒を圧縮して吐出する流体機械である
。四方弁３Ａ、３Ｂは、暖房運転時の冷媒の流れと冷房運転時の冷媒の流れとを切り替え
るものである。室内熱交換器１２は、暖房運転時には凝縮器として機能し、冷房運転時に
は蒸発器として機能するものである。室内膨張弁１３及び熱源側膨張弁４Ａ、４Ｂは、冷
媒を減圧膨張させるものである。室内膨張弁１３及び熱源側膨張弁４Ａ、４Ｂとしては、
後述する制御部５００の制御により開度を調整可能な電子式膨張弁が用いられる。熱源側
熱交換器５Ａ、５Ｂは、暖房運転時には蒸発器として機能し、冷房運転時には凝縮器とし
て機能するものである。また、熱源側熱交換器５Ａ、５Ｂは、除霜時にはそれぞれ凝縮器
として機能する。アキュムレータ６Ａ、６Ｂは、冷媒を気液分離してガス冷媒のみを圧縮
機１Ａ、１Ｂに吸入させるとともに、冷媒回路中で余剰となる冷媒を貯留するものである
。
【００１４】
　圧縮機１Ａ、四方弁３Ａ、熱源側膨張弁４Ａ、熱源側熱交換器５Ａ及びアキュムレータ
６Ａは、熱源機１００に設けられている。熱源機１００において、圧縮機１Ａと四方弁３
Ａとの間（圧縮機１Ａの吐出側）には、圧縮機１Ａから四方弁３Ａに向かう方向の流れの
みを許容し、圧縮機１Ａ停止時の冷媒の逆流を防止する逆止弁２Ａが設けられている。圧
縮機１Ａの出口配管には、圧縮機１Ａからの吐出冷媒の圧力を検出する高圧センサ２１Ａ
と、吐出冷媒の温度（本例では、吐出冷媒の温度を推定可能な冷媒配管の温度）を検出す
る吐出温度センサ２３Ａと、が設けられている。また、アキュムレータ６Ａの入口配管に
は、吸入冷媒の圧力を検出する低圧センサ２２Ａと、吸入冷媒の温度（本例では、吸入冷
媒の温度を推定可能な冷媒配管の温度）を検出する吸入温度センサ２４Ａと、が設けられ
ている。
【００１５】
　圧縮機１Ｂ、四方弁３Ｂ、熱源側膨張弁４Ｂ、熱源側熱交換器５Ｂ及びアキュムレータ
６Ｂは、熱源機２００に設けられている。熱源機２００には、熱源機１００と同様に、逆
止弁２Ｂ、高圧センサ２１Ｂ、吐出温度センサ２３Ｂ、低圧センサ２２Ｂ及び吸入温度セ
ンサ２４Ｂが設けられている。
【００１６】
　室内熱交換器１２及び室内膨張弁１３は、室内機４００に設けられている。室内機４０
０において、室内熱交換器１２と室内膨張弁１３との間には、冷媒の温度（本例では、冷
媒の温度を推定可能な冷媒配管の温度）を検出する温度センサ２５が設けられている。
【００１７】
　蓄熱回路４０は、主回路３０の四方弁３Ａ、３Ｂと室内熱交換器１２との間に設けられ
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た接続点Ｃ１と、主回路３０の室内膨張弁１３と熱源側膨張弁４Ａ、４Ｂとの間に設けら
れた接続点Ｃ２と、の間を接続しており、主回路３０に対して室内熱交換器１２及び室内
膨張弁１３と並列に設けられている。蓄熱回路４０には、接続点Ｃ１側から順に、四方弁
９（流路切替手段の一例）、蓄熱熱交換器１０及び蓄熱膨張弁１１が接続されている。四
方弁９は流路を切り替えるものであり、蓄熱熱交換器１０に熱を蓄える蓄熱時（後述する
暖房兼蓄熱運転時）には蓄熱回路４０と主回路３０とを接続する流路を形成し、蓄熱熱交
換器１０から熱を採り出す採熱時（後述する第１の暖房兼デフロスト運転時又は第２の暖
房兼デフロスト運転時）には蓄熱回路４０と採熱回路５０とを接続する流路を形成する。
蓄熱熱交換器１０は、温熱を蓄熱する不図示の蓄熱槽内に設けられており、蓄熱回路４０
を流通する冷媒と、蓄熱槽内の蓄熱材との間で熱交換を行うものである。蓄熱材としては
、潜熱蓄熱材、顕熱蓄熱材、化学蓄熱材等が用いられる。蓄熱熱交換器１０及び蓄熱膨張
弁１１は、少なくとも後述する暖房兼蓄熱運転時において、室内熱交換器１２及び室内膨
張弁１３と並列に接続される。蓄熱熱交換器１０と蓄熱膨張弁１１との間には、冷媒の温
度（本例では、冷媒の温度を推定可能な冷媒配管の温度）を検出する温度センサ２６が設
けられている。四方弁９、蓄熱熱交換器１０、蓄熱膨張弁１１及び温度センサ２６は、蓄
熱システム３００に設けられている。
【００１８】
　採熱回路５０は、蓄熱回路４０の四方弁９と、主回路３０の四方弁３Ａ、３Ｂとアキュ
ムレータ６Ａ、６Ｂとの間（アキュムレータ６Ａ、６Ｂの入口側）に設けられた接続点Ｃ
３Ａ、Ｃ３Ｂと、の間をそれぞれ接続している。四方弁９と接続点Ｃ３Ａとの間には低圧
電磁弁７Ａ（第１の開閉手段の一例）が設けられており、四方弁９と接続点Ｃ３Ｂとの間
には低圧電磁弁７Ｂ（第１の開閉手段の一例）が設けられている。低圧電磁弁７Ａ、７Ｂ
は、熱源機１００、２００毎に設けられている。後述するように、低圧電磁弁７Ａは、熱
源機１００の除霜時のみ開状態となるものであり、低圧電磁弁７Ｂは、熱源機２００の除
霜時のみ開状態となるものである。
【００１９】
　ホットガスバイパス回路６０Ａ、６０Ｂは、熱源機１００、２００毎に設けられている
。ホットガスバイパス回路６０Ａ、６０Ｂは、圧縮機１Ａ、１Ｂの出口配管（圧縮機１Ａ
、１Ｂの吐出側で逆止弁２Ａ、２Ｂの上流側）に設けられた接続点Ｃ４Ａ、Ｃ４Ｂと、熱
源側膨張弁４Ａ、４Ｂと熱源側熱交換器５Ａ、５Ｂとの間に設けられた接続点Ｃ５Ａ、Ｃ
５Ｂと、の間をそれぞれ接続している。ホットガスバイパス回路６０Ａ、６０Ｂには、ホ
ットガスバイパス電磁弁８Ａ、８Ｂ（第２の開閉手段の一例）がそれぞれ設けられている
。ホットガスバイパス電磁弁８Ａ、８Ｂは、開状態において、流通する冷媒の圧力を低下
させる減圧弁としても機能する。
【００２０】
　冷媒回路内を循環する冷媒は特に限定されない。例えば、二酸化炭素、炭化水素、ヘリ
ウムなどの自然冷媒、あるいはＲ４１０Ａ、Ｒ３２、Ｒ４０７Ｃ、Ｒ４０４Ａ、ＨＦＯ１
２３４ｙｆなどの冷媒を使用することが可能である。
【００２１】
　制御部５００は、ＣＰＵ、ＲＯＭ、ＲＡＭ、入出力ポート等を備えたマイコンである。
制御部５００は、高圧センサ２１Ａ、２１Ｂ、低圧センサ２２Ａ、２２Ｂ、吐出温度セン
サ２３Ａ、２３Ｂ、吸入温度センサ２４Ａ、２４Ｂ、温度センサ２５、２６等からの検出
信号に基づき、圧縮機１Ａ、１Ｂ、四方弁３Ａ、３Ｂ、熱源側膨張弁４Ａ、４Ｂ、低圧電
磁弁７Ａ、７Ｂ、ホットガスバイパス電磁弁８Ａ、８Ｂ、四方弁９、蓄熱膨張弁１１、室
内膨張弁１３等の動作を制御する。
【００２２】
　次に、本実施の形態に係る空気調和装置の動作について説明する。本実施の形態に係る
空気調和装置は、少なくとも、暖房運転を行いながら蓄熱運転を行う「暖房兼蓄熱運転」
と、暖房運転を行いながら熱源機１００のデフロスト運転を行う「第１の暖房兼デフロス
ト運転（ＯＣ１デフロスト）」と、暖房運転を行いながら熱源機２００のデフロスト運転
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を行う「第２の暖房兼デフロスト運転（ＯＣ２デフロスト）」と、を実行可能である。
【００２３】
［暖房兼蓄熱運転時の動作］
　まず、暖房運転を行いながら蓄熱運転を行う暖房兼蓄熱運転時の動作について説明する
。図２は、本実施の形態に係る空気調和装置における暖房兼蓄熱運転時の冷媒の流れを示
す図である。暖房兼蓄熱運転時には、制御部５００（図２～図４では図示せず）の制御に
より、膨張弁、電磁弁、四方弁等が以下のように動作する。
【００２４】
　室内膨張弁１３は、室内熱交換器１２の出口における冷媒の過冷却度が目標値に近づく
ように制御される。室内熱交換器１２の出口における冷媒の過冷却度は、高圧センサ２１
Ａ、２１Ｂにより検出される冷媒圧力と、温度センサ２５により検出される配管温度から
推定した冷媒温度と、によって求められる。
【００２５】
　蓄熱膨張弁１１は、蓄熱熱交換器１０の出口における冷媒の過冷却度が目標値に近づく
ように制御される。蓄熱熱交換器１０の出口における冷媒の過冷却度は、高圧センサ２１
Ａ、２１Ｂにより検出される冷媒圧力と、温度センサ２６により検出される配管温度から
推定した冷媒温度と、によって求められる。ただし、暖房負荷が大きい場合、又は室内温
度が低い場合には、過冷却度の目標値を小さくして、蓄熱システム３００の蓄熱量を増加
させるようにする。
【００２６】
　熱源側膨張弁４Ａは、アキュムレータ６Ａの入口における冷媒の過熱度が目標値に近づ
くように制御される。アキュムレータ６Ａの入口における冷媒の過熱度は、低圧センサ２
２Ａにより検出される冷媒圧力と、吸入温度センサ２４Ａにより検出される配管温度から
推定した冷媒温度と、によって求められる。
【００２７】
　熱源側膨張弁４Ｂは、アキュムレータ６Ｂの入口における冷媒の過熱度が目標値に近づ
くように制御される。アキュムレータ６Ｂの入口における冷媒の過熱度は、低圧センサ２
２Ｂにより検出される冷媒圧力と、吸入温度センサ２４Ｂにより検出される配管温度から
推定した冷媒温度と、によって求められる。
【００２８】
　低圧電磁弁７Ａ、７Ｂ、ホットガスバイパス電磁弁８Ａ、８Ｂは閉状態に制御される。
四方弁３Ａ、３Ｂは、圧縮機１Ａ、１Ｂから吐出された高圧ガス冷媒が室内熱交換器１２
に流入し、熱源側熱交換器５Ａ、５Ｂから流出した低圧ガス冷媒が圧縮機１Ａ、１Ｂに吸
入される流路が形成されるように設定される。四方弁９は、圧縮機１Ａ、１Ｂから吐出さ
れた高圧ガス冷媒が蓄熱熱交換器１０に流入し、かつ蓄熱熱交換器１０から流出して蓄熱
膨張弁１１を通った冷媒が熱源側膨張弁４Ａ、４Ｂに流入する流路が形成されるように設
定される。
【００２９】
　暖房兼蓄熱運転時において、圧縮機１Ａ、１Ｂから吐出された高圧高温のガス冷媒は、
それぞれ四方弁３Ａ、３Ｂを通過して一度合流する。合流した高圧ガス冷媒は、室内機４
００の室内熱交換器１２に向かう流路と、蓄熱システム３００の蓄熱熱交換器１０に向か
う流路（蓄熱回路４０）と、に分流する。室内熱交換器１２に向かう流路に分流した高圧
ガス冷媒は、室内熱交換器１２で室内空気との熱交換により凝縮して高圧液冷媒となる。
このとき、室内空気は、冷媒との熱交換により加熱されて暖房空気となる。室内熱交換器
１２から流出した高圧液冷媒は、室内膨張弁１３で減圧されて中圧の二相冷媒となる。こ
こで、中圧とは、冷凍サイクルの高圧側圧力（凝縮器内の圧力）よりも低く、低圧側圧力
（蒸発器内の圧力）よりも高い圧力である。一方、蓄熱熱交換器１０に向かう流路に分流
した高圧ガス冷媒は、蓄熱熱交換器１０で蓄熱材との熱交換により凝縮して高圧液冷媒と
なる。このとき、蓄熱材は、冷媒から吸熱した熱を蓄える。蓄熱熱交換器１０から流出し
た高圧液冷媒は、蓄熱膨張弁１１で減圧されて中圧二相冷媒となる。
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【００３０】
　室内膨張弁１３で減圧された中圧二相冷媒と、蓄熱膨張弁１１で減圧された中圧二相冷
媒とは、一度合流し、熱源機１００に向かう流路と、熱源機２００に向かう流路と、に分
流する。熱源機１００に向かう流路に分流した中圧二相冷媒は、熱源側膨張弁４Ａで減圧
されて低圧二相冷媒となり、熱源側熱交換器５Ａで蒸発して低圧ガス冷媒となる。この低
圧ガス冷媒は、四方弁３Ａ及びアキュムレータ６Ａを通過して圧縮機１Ａに吸入される。
一方、熱源機２００に向かう流路に分流した中圧二相冷媒は、熱源側膨張弁４Ｂで減圧さ
れて低圧二相冷媒となり、熱源側熱交換器５Ｂで蒸発して低圧ガス冷媒となる。この低圧
ガス冷媒は、四方弁３Ｂ及びアキュムレータ６Ｂを通過して圧縮機１Ｂに吸入される。
【００３１】
　暖房兼蓄熱運転時には、室内熱交換器１２及び蓄熱熱交換器１０が凝縮器として機能し
、熱源側熱交換器５Ａ、５Ｂが蒸発器として機能する。これにより、暖房運転を行いなが
ら蓄熱運転を行うことができる。
【００３２】
［第１の暖房兼デフロスト運転（ＯＣ１デフロスト）時の動作］
　次に、暖房運転を行いながら熱源機１００のデフロスト運転を行う第１の暖房兼デフロ
スト運転（ＯＣ１デフロスト）時の動作について説明する。図３は、本実施の形態に係る
空気調和装置における第１の暖房兼デフロスト運転時の冷媒の流れを示す図である。第１
の暖房兼デフロスト運転時には、制御部５００の制御により、膨張弁、電磁弁、四方弁等
が以下のように動作する。
【００３３】
　室内膨張弁１３は、室内熱交換器１２の出口における冷媒の過冷却度が目標値に近づく
ように制御される。
【００３４】
　蓄熱膨張弁１１は、アキュムレータ６Ａの入口における冷媒の過熱度が目標値（例えば
、０℃以上の小さな値）に近づくように制御される。
【００３５】
　熱源側膨張弁４Ａは、全閉状態に制御される。
【００３６】
　熱源側膨張弁４Ｂは、アキュムレータ６Ｂの入口における冷媒の過熱度が目標値（例え
ば、０℃以上の小さな値）に近づくように制御される。
【００３７】
　低圧電磁弁７Ａ及びホットガスバイパス電磁弁８Ａは、開状態に制御される。低圧電磁
弁７Ｂ及びホットガスバイパス電磁弁８Ｂは、閉状態に制御される。四方弁３Ａ、３Ｂは
、圧縮機１Ａ、１Ｂから吐出された高圧ガス冷媒が室内熱交換器１２に流入し、熱源側熱
交換器５Ａ、５Ｂから流出した低圧ガス冷媒が圧縮機１Ａ、１Ｂに吸入される流路が形成
されるように設定される。四方弁９は、室内膨張弁から流出した冷媒の一部が蓄熱膨張弁
１１を通って蓄熱熱交換器１０に流入し、かつ蓄熱熱交換器１０から流出した冷媒が採熱
回路５０に流入する流路が形成されるように設定される。
【００３８】
　第１の暖房兼デフロスト運転時において、圧縮機１Ａから吐出された高圧高温のガス冷
媒は、ホットガスバイパス電磁弁８Ａに向かう流路（ホットガスバイパス回路６０Ａ）と
、四方弁３Ａを通過して室内機４００の室内熱交換器１２に向かう流路と、に分流する。
ホットガスバイパス回路６０Ａに分流した高圧ガス冷媒は、ホットガスバイパス電磁弁８
Ａを通過して減圧され、低圧ガス冷媒となって熱源側熱交換器５Ａに流入する。熱源側熱
交換器５Ａに流入した低圧ガス冷媒は、放熱して熱源側熱交換器５Ａの除霜を行うことに
より凝縮し、低圧液冷媒となる。
【００３９】
　また、圧縮機１Ｂから吐出された高圧高温のガス冷媒は、四方弁３Ｂを通過して、四方
弁３Ａを通過した高圧高温のガス冷媒（圧縮機１Ａから吐出されたガス冷媒の一部）と合
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流する。合流した高圧ガス冷媒は、室内熱交換器１２で室内空気との熱交換により凝縮し
て高圧液冷媒となる。このとき、室内空気は、冷媒との熱交換により加熱されて暖房空気
となる。室内熱交換器１２から流出した高圧液冷媒は、室内膨張弁１３で減圧されて中圧
二相冷媒となる。室内膨張弁１３から流出した中圧二相冷媒は、蓄熱システム３００の蓄
熱熱交換器１０に向かう流路と、熱源機２００に向かう流路と、に分流する。
【００４０】
　蓄熱システム３００の蓄熱熱交換器１０に向かう流路に分流した中圧二相冷媒は、蓄熱
膨張弁１１で減圧されて低圧二相冷媒となり、蓄熱熱交換器１０に流入する。蓄熱熱交換
器１０に流入した低圧二相冷媒は、蓄熱材から採熱することにより蒸発して低圧ガス冷媒
となる。この低圧ガス冷媒は、四方弁９及び低圧電磁弁７Ａを通過して、熱源側熱交換器
５Ａから流出して四方弁３Ａを通過した低圧液冷媒（熱源側熱交換器５Ａの除霜に用いら
れた冷媒）と合流する。合流した冷媒は、アキュムレータ６Ａに流入して気液分離され、
ガス冷媒成分が圧縮機１Ａに吸入される。
【００４１】
　熱源機２００に向かう流路に分流した中圧二相冷媒は、熱源側膨張弁４Ｂで減圧されて
低圧二相冷媒となり、さらに熱源側熱交換器５Ｂで蒸発して低圧ガス冷媒となる。この低
圧ガス冷媒は、四方弁３Ｂ及びアキュムレータ６Ｂを通過して圧縮機１Ｂに吸入される。
【００４２】
　第１の暖房兼デフロスト運転時には、熱源側熱交換器５Ａ及び室内熱交換器１２が凝縮
器として機能し、熱源側熱交換器５Ｂ及び蓄熱熱交換器１０が蒸発器として機能する。こ
れにより、暖房運転を行いながら熱源機１００（熱源側熱交換器５Ａ）のデフロスト運転
を行うことができる。
【００４３】
［第２の暖房兼デフロスト運転（ＯＣ２デフロスト）時の動作］
　次に、暖房運転を行いながら熱源機２００のデフロスト運転を行う第２の暖房兼デフロ
スト運転（ＯＣ２デフロスト）時の動作について説明する。図４は、本実施の形態に係る
空気調和装置における第２の暖房兼デフロスト運転時の冷媒の流れを示す図である。第２
の暖房兼デフロスト運転時には、制御部５００の制御により、膨張弁、電磁弁、四方弁等
が以下のように動作する。
【００４４】
　室内膨張弁１３は、室内熱交換器１２の出口における冷媒の過冷却度が目標値に近づく
ように制御される。
【００４５】
　蓄熱膨張弁１１は、アキュムレータ６Ｂの入口における冷媒の過熱度が目標値に近づく
ように制御される。
【００４６】
　熱源側膨張弁４Ａは、アキュムレータ６Ａの入口における冷媒の過熱度が目標値に近づ
くように制御される。
【００４７】
　熱源側膨張弁４Ｂは、全閉状態に制御される。
【００４８】
　低圧電磁弁７Ａ及びホットガスバイパス電磁弁８Ａは、閉状態に制御される。低圧電磁
弁７Ｂ及びホットガスバイパス電磁弁８Ｂは、開状態に制御される。四方弁３Ａ、３Ｂは
、圧縮機１Ａ、１Ｂから吐出された高圧ガス冷媒が室内熱交換器１２に流入し、熱源側熱
交換器５Ａ、５Ｂから流出した低圧ガス冷媒が圧縮機１Ａ、１Ｂに吸入される流路が形成
されるように設定される。四方弁９は、室内膨張弁から流出した冷媒の一部が蓄熱膨張弁
１１を通って蓄熱熱交換器１０に流入し、かつ蓄熱熱交換器１０から流出した冷媒が採熱
回路５０に流入する流路が形成されるように設定される。
【００４９】
　第２の暖房兼デフロスト運転時において、圧縮機１Ｂから吐出された高圧高温のガス冷
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媒は、ホットガスバイパス電磁弁８Ｂに向かう流路（ホットガスバイパス回路６０Ｂ）と
、四方弁３Ｂを通過して室内機４００の室内熱交換器１２に向かう流路と、に分流する。
ホットガスバイパス回路６０Ｂに分流した高圧ガス冷媒は、ホットガスバイパス電磁弁８
Ｂを通過して減圧され、低圧ガス冷媒となって熱源側熱交換器５Ｂに流入する。熱源側熱
交換器５Ｂに流入した低圧ガス冷媒は、放熱して熱源側熱交換器５Ｂの除霜を行うことに
より凝縮し、低圧液冷媒となる。
【００５０】
　また、圧縮機１Ａから吐出された高圧高温のガス冷媒は、四方弁３Ａを通過して、四方
弁３Ｂを通過した高圧高温のガス冷媒（圧縮機１Ｂから吐出されたガス冷媒の一部）と合
流する。合流した高圧ガス冷媒は、室内熱交換器１２で室内空気との熱交換により凝縮し
て高圧液冷媒となる。このとき、室内空気は、冷媒との熱交換により加熱されて暖房空気
となる。室内熱交換器１２から流出した高圧液冷媒は、室内膨張弁１３で減圧されて中圧
二相冷媒となる。室内膨張弁１３から流出した中圧二相冷媒は、蓄熱システム３００の蓄
熱熱交換器１０に向かう流路と、熱源機１００に向かう流路と、に分流する。
【００５１】
　蓄熱システム３００の蓄熱熱交換器１０に向かう流路に分流した中圧二相冷媒は、蓄熱
膨張弁１１で減圧されて低圧二相冷媒となり、蓄熱熱交換器１０に流入する。蓄熱熱交換
器１０に流入した低圧二相冷媒は、蓄熱材から採熱することにより蒸発して低圧ガス冷媒
となる。この低圧ガス冷媒は、四方弁９及び低圧電磁弁７Ｂを通過して、熱源側熱交換器
５Ｂから流出して四方弁３Ｂを通過した低圧液冷媒（熱源側熱交換器５Ｂの除霜に用いら
れた冷媒）と合流する。合流した冷媒は、アキュムレータ６Ｂに流入して気液分離され、
ガス冷媒成分が圧縮機１Ｂに吸入される。
【００５２】
　熱源機１００に向かう流路に分流した中圧二相冷媒は、熱源側膨張弁４Ａで減圧されて
低圧二相冷媒となり、さらに熱源側熱交換器５Ａで蒸発して低圧ガス冷媒となる。この低
圧ガス冷媒は、四方弁３Ａ及びアキュムレータ６Ａを通過して圧縮機１Ａに吸入される。
【００５３】
　第２の暖房兼デフロスト運転時には、熱源側熱交換器５Ｂ及び室内熱交換器１２が凝縮
器として機能し、熱源側熱交換器５Ａ及び蓄熱熱交換器１０が蒸発器として機能する。こ
れにより、暖房運転を行いながら熱源機２００（熱源側熱交換器５Ｂ）のデフロスト運転
を行うことができる。
【００５４】
［暖房兼蓄熱運転、第１及び第２の暖房兼デフロスト運転の実行順序について］
　暖房兼蓄熱運転、第１及び第２の暖房兼デフロスト運転は、例えば、暖房兼蓄熱運転→
第１の暖房兼デフロスト運転→暖房兼蓄熱運転→第２の暖房兼デフロスト運転→暖房兼蓄
熱運転の順に実行する。第１の暖房兼デフロスト運転及び第２の暖房兼デフロスト運転は
、暖房兼蓄熱運転を挟んで順次実行される。すなわち、複数台の熱源機１００、２００の
除霜は、同時又は連続的には行われず、暖房兼蓄熱運転を間に挟んで１台ずつ順番に行わ
れる。
【００５５】
　本例では、空気調和装置の起動時には暖房兼蓄熱運転が実行される。第１の暖房兼デフ
ロスト運転及び第２の暖房兼デフロスト運転の開始タイミングは、例えば、熱源側熱交換
器５Ａ、５Ｂの表面温度、室外温度（外気温度）、熱源側熱交換器５Ａ、５Ｂの着霜を検
知する着霜検知手段からの検知信号、暖房兼蓄熱運転が開始されてからの経過時間等に基
づいて判断される。例えば、熱源側熱交換器５Ａ、５Ｂの表面温度が所定温度以上である
場合には暖房兼蓄熱運転を連続して実行し、熱源側熱交換器５Ａ、５Ｂの表面温度が所定
温度を下回った場合であって、かつ暖房兼蓄熱運転が開始されてからの経過時間が所定時
間以上となったときには、第１の暖房兼デフロスト運転又は第２の暖房兼デフロスト運転
を開始する。また、第１の暖房兼デフロスト運転及び第２の暖房兼デフロスト運転の終了
タイミングは、例えば、熱源側熱交換器５Ａ、５Ｂの表面温度、熱源側熱交換器５Ａ、５
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Ｂの着霜を検知する着霜検知手段からの検知信号、当該暖房兼デフロスト運転が開始され
てからの経過時間等に基づいて判断される。
【００５６】
　なお、本実施の形態に係る空気調和装置は、暖房兼蓄熱運転、第１の暖房兼デフロスト
運転（ＯＣ１デフロスト）、第２の暖房兼デフロスト運転（ＯＣ２デフロスト）に加えて
、冷房運転が可能である。冷房運転時には、四方弁３Ａ、３Ｂは、圧縮機１Ａ、１Ｂから
吐出された高圧ガス冷媒が熱源側熱交換器５Ａ、５Ｂに流入し、室内熱交換器１２から流
出した低圧ガス冷媒が圧縮機１Ａ、１Ｂに吸入される流路が形成されるように切り替えら
れる。低圧電磁弁７Ａ、７Ｂ、ホットガスバイパス電磁弁８Ａ、８Ｂは閉状態に制御され
る。冷房運転時の動作の詳細については説明を省略する。
【００５７】
［効果］
　本実施の形態に係る空気調和装置の効果について説明する。図５は、本実施の形態に係
る空気調和装置の効果を示す説明図である。図５（ａ）は、蓄熱を利用しない従来の熱源
機マルチシステムにおける必要能力を示している。図５（ｂ）は、蓄熱を利用する熱源機
マルチシステムにおいて、複数台の熱源機の暖房兼デフロスト運転を同時に行う場合の必
要能力を示している。図５（ｃ）は、蓄熱を利用する熱源機マルチシステムにおいて、複
数台の熱源機の暖房兼デフロスト運転を暖房兼蓄熱運転を挟んで１台ずつ順番に行う場合
の必要能力を示している。図５（ａ）～（ｃ）において、横軸は時間経過を表しており、
縦軸は能力（ＨＰ）を表している。いずれの熱源機マルチシステムにおいても、熱源機の
台数は２台とし、接続される室内機の能力は２０ＨＰであるものとし、暖房兼デフロスト
運転時に室内機で２０ＨＰ相当の能力を確保するものとする。また、蓄熱時間を５０分間
と想定し、除霜時間を１０分間と想定する。
【００５８】
　図５（ａ）に示すように、蓄熱を利用しない従来の熱源機マルチシステムでは、熱源機
ＯＣ１の除霜を行う際、熱源機ＯＣ２の暖房運転により室内機能力２０ＨＰを補う。また
、図示していないが、熱源機ＯＣ２の除霜を行う際には、熱源機ＯＣ１の暖房運転により
室内機能力２０ＨＰを補う。そのため、この熱源機マルチシステムでは、合計能力４０Ｈ
Ｐの熱源機が必要となる。
【００５９】
　図５（ｂ）に示すように、蓄熱を利用する熱源機マルチシステムにおいて、２台の熱源
機ＯＣ１、ＯＣ２の暖房兼デフロスト運転を同時に行う場合には、熱源機ＯＣ１、ＯＣ２
の５０分間の暖房兼蓄熱運転により、室内機能力２０ＨＰと蓄熱能力５ＨＰとを補う。そ
して、熱源機ＯＣ１、ＯＣ２の暖房兼デフロスト運転を同時に行う１０分間の除霜運転時
には、採熱能力２５ＨＰ（５ＨＰ×５０分／１０分）により、室内機能力２０ＨＰと除霜
能力５ＨＰとを補う。そのため、この熱源機マルチシステムでは、図５（ａ）に示した熱
源機マルチシステムよりも小さい合計能力２５ＨＰの熱源機が必要となる。
【００６０】
　図５（ｃ）に示すように、蓄熱を利用する熱源機マルチシステムにおいて、２台の熱源
機ＯＣ１、ＯＣ２の暖房兼デフロスト運転を暖房兼蓄熱運転を挟んで１台ずつ順番に行う
場合には、熱源機ＯＣ１、ＯＣ２の５０分間の暖房兼蓄熱運転により、室内機能力２０Ｈ
Ｐと蓄熱能力２．３ＨＰとを補う。そして、熱源機ＯＣ１の暖房兼デフロスト運転を行う
１０分間の除霜運転時には、採熱能力１１．５ＨＰ（２．３ＨＰ×５０分／１０分）と熱
源機ＯＣ１、ＯＣ２の暖房能力（主に熱源機ＯＣ２の暖房能力）１１．５ＨＰとにより、
室内機能力２０ＨＰと除霜能力３ＨＰとを補う。その後、熱源機ＯＣ１、ＯＣ２の５０分
間の暖房兼蓄熱運転により、室内機能力２０ＨＰと蓄熱能力２．３ＨＰとを補う。そして
、熱源機ＯＣ２の暖房兼デフロスト運転を行う１０分間の除霜運転時には、採熱能力１１
．５ＨＰ（２．３ＨＰ×５０分／１０分）と熱源機ＯＣ１、ＯＣ２の暖房能力（主に熱源
機ＯＣ１の暖房能力）１１．５ＨＰとにより、室内機能力２０ＨＰと除霜能力３ＨＰとを
補う。そのため、この熱源機マルチシステムでは、図５（ｂ）に示した熱源機マルチシス
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テムよりもさらに小さい合計能力２３ＨＰの熱源機が必要となる。
【００６１】
　以上のように、蓄熱を利用する熱源機マルチシステムにおいて、２台の熱源機ＯＣ１、
ＯＣ２の除霜を同時に行った場合、室内機能力と２台分の除霜能力とに相当する採熱量が
必要になるのに対し、２台の熱源機ＯＣ１、ＯＣ２の除霜を１台ずつ交互に行った場合、
必要な採熱量を室内機能力と１台分の除霜能力とに相当する採熱量に減らすことができる
。したがって、本実施の形態によれば、１回の暖房兼デフロスト運転中に必要な除霜能力
を低減することができ、必要採熱量を低減することができる。これにより、各熱源機の圧
縮機を小容量化できるため、各熱源機を小型化できる。また、蓄熱量を低減できるため、
蓄熱槽の容量を小型化できる。
【００６２】
　以上説明したように、本実施の形態に係る空気調和装置は、圧縮機１Ａ、１Ｂ、熱源側
膨張弁４Ａ、４Ｂ、熱源側熱交換器５Ａ、５Ｂ及びアキュムレータ６Ａ、６Ｂをそれぞれ
有し、互いに並列に接続された複数台の熱源機１００、２００と、室内熱交換器１２及び
室内膨張弁１３を有する少なくとも１台の室内機４００と、圧縮機１Ａ、１Ｂ、室内熱交
換器１２、室内膨張弁１３、熱源側膨張弁４Ａ、４Ｂ、熱源側熱交換器５Ａ、５Ｂ及びア
キュムレータ６Ａ、６Ｂが環状に設けられた主回路３０と、主回路３０に対して室内熱交
換器１２及び室内膨張弁１３と並列に接続され、四方弁９（流路切替手段の一例）、蓄熱
材との熱交換を行う蓄熱熱交換器１０、及び蓄熱膨張弁１１が設けられた蓄熱回路４０と
、四方弁９と、複数台の熱源機１００、２００のそれぞれのアキュムレータ６Ａ、６Ｂの
入口側とを接続し、複数台の熱源機１００、２００毎に低圧電磁弁７Ａ、７Ｂ（第１の開
閉手段の一例）が設けられた採熱回路５０と、複数台の熱源機１００、２００毎に設けら
れ、それぞれの圧縮機１Ａ、１Ｂの吐出側と、それぞれの熱源側膨張弁４Ａ、４Ｂと熱源
側熱交換器５Ａ、５Ｂとの間と、を接続し、ホットガスバイパス電磁弁８Ａ、８Ｂ（第２
の開閉手段の一例）がそれぞれ設けられた複数のホットガスバイパス回路６０Ａ、６０Ｂ
と、を備え、室内熱交換器１２と蓄熱熱交換器１０とを凝縮器として機能させ、熱源側熱
交換器５Ａ、５Ｂを蒸発器として機能させて、暖房運転を行いながら蓄熱材に蓄熱する暖
房兼蓄熱運転と、熱源機１００の熱源側熱交換器５Ａと室内熱交換器１２とを凝縮器とし
て機能させ、熱源機２００の熱源側熱交換器５Ｂと蓄熱熱交換器１０とを蒸発器として機
能させて、暖房運転を行いながら蓄熱材から採熱し、熱源機１００のデフロスト運転を行
う第１の暖房兼デフロスト運転と、熱源機２００の熱源側熱交換器５Ｂと室内熱交換器１
２とを凝縮器として機能させ、熱源機１００の熱源側熱交換器５Ａと蓄熱熱交換器１０と
を蒸発器として機能させて、暖房運転を行いながら蓄熱材から採熱し、熱源機２００のデ
フロスト運転を行う第２の暖房兼デフロスト運転と、を少なくとも実行可能であり、第１
の暖房兼デフロスト運転及び第２の暖房兼デフロスト運転は、暖房兼蓄熱運転を挟んで順
次実行されることを特徴とするものである。
【００６３】
　この構成によれば、暖房運転を行いながら第１の熱源機のデフロスト運転を行う第１の
暖房兼デフロスト運転と、暖房運転を行いながら第２の熱源機のデフロスト運転を行う第
２の暖房兼デフロスト運転とが、暖房兼蓄熱運転を挟んで順次実行されるため、１回の暖
房兼デフロスト運転中に必要な除霜能力を低減することができる。これにより、必要採熱
量を低減することができ、各熱源機の圧縮機を小容量化できる。したがって、暖房運転を
行いながら除霜運転を行うことができ、かつ熱源機を小型化できる空気調和装置を実現で
きる。また、蓄熱量を低減できるため、蓄熱槽の容量を小型化できる。
【００６４】
　上記の空気調和装置において、暖房兼蓄熱運転を行う場合には、全ての低圧電磁弁７Ａ
、７Ｂ及び全てのホットガスバイパス電磁弁８Ａ、８Ｂは閉状態とされ、四方弁９は、圧
縮機１Ａ、１Ｂから吐出された冷媒の一部が蓄熱熱交換器１０に流入し、かつ蓄熱熱交換
器１０から流出して蓄熱膨張弁１１を通った冷媒が熱源側膨張弁４Ａ、４Ｂに流入する流
路が形成されるように設定され、第１の暖房兼デフロスト運転を行う場合には、熱源機１
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００の低圧電磁弁７Ａ及びホットガスバイパス電磁弁８Ａは開状態とされ、熱源機１００
の熱源側膨張弁４Ａは全閉状態とされ、熱源機２００の低圧電磁弁７Ｂ及びホットガスバ
イパス電磁弁８Ｂは閉状態とされ、四方弁９は、室内膨張弁１３から流出した冷媒の一部
が蓄熱膨張弁１１を通って蓄熱熱交換器１０に流入し、かつ蓄熱熱交換器１０から流出し
た冷媒が採熱回路５０に流入する流路が形成されるように設定され、第２の暖房兼デフロ
スト運転を行う場合には、熱源機１００の低圧電磁弁７Ａ及びホットガスバイパス電磁弁
８Ａは閉状態とされ、熱源機２００の低圧電磁弁７Ｂ及びホットガスバイパス電磁弁８Ｂ
は開状態とされ、熱源機２００の熱源側膨張弁４Ｂは全閉状態とされ、四方弁９は、室内
膨張弁１３から流出した冷媒の一部が蓄熱膨張弁１１を通って蓄熱熱交換器１０に流入し
、かつ蓄熱熱交換器１０から流出した冷媒が採熱回路５０に流入する流路が形成されるよ
うに設定される。
【００６５】
　また、本実施の形態に係る空気調和装置は、第１の暖房兼デフロスト運転を行う場合に
は、熱源機２００の熱源側膨張弁４Ｂは、熱源機２００のアキュムレータ６Ｂの入口の過
熱度が目標値に近づくように制御され、第２の暖房兼デフロスト運転を行う場合には、熱
源機１００の熱源側膨張弁４Ａは、熱源機１００のアキュムレータ６Ａの入口の過熱度が
目標値に近づくように制御されることを特徴とするものである。
【００６６】
　この構成によれば、アキュムレータ６Ａ、６Ｂの入口の過熱度の目標値を０℃以上の小
さな値とすることで、圧縮機１Ａ、１Ｂの液圧縮運転を防止できるとともに、熱交換器の
有効利用による空気調和装置の省エネルギー化を実現できる。
【００６７】
　また、本実施の形態に係る空気調和装置は、暖房兼蓄熱運転を行う場合には、蓄熱膨張
弁１１は、蓄熱熱交換器１０の出口の過冷却度が目標値に近づくように制御され、室外温
度が第１の温度のときの過冷却度の目標値は、室外温度が第１の温度よりも高い第２の温
度のときの過冷却度の目標値よりも小さい値に設定されることを特徴とするものである。
【００６８】
　この構成によれば、室外温度が低温のときに蓄熱量を増加させることができるため、除
霜時の暖房能力低下や残霜を防止することができる。
【００６９】
　また、本実施の形態に係る空気調和装置は、暖房兼蓄熱運転を行う場合には、蓄熱膨張
弁１１は、蓄熱熱交換器１０の出口の過冷却度が目標値に近づくように制御され、室内機
４００の暖房負荷が第１の値のときの過冷却度の目標値は、室内機４００の暖房負荷が第
１の値よりも小さい第２の値のときの過冷却度の目標値よりも小さい値に設定されること
を特徴とするものである。
【００７０】
　この構成によれば、暖房負荷が高いときに蓄熱量を増加させることができるため、除霜
時の暖房能力低下や残霜を防止することができる。
【００７１】
その他の実施の形態．
　本発明は、上記実施の形態に限らず種々の変形が可能である。
【００７２】
［熱源機の台数］
　上記実施の形態１では、熱源機が２台の場合を例に挙げたが、熱源機は３台以上であっ
てもよい。熱源機が３台以上の場合にも、各熱源機のデフロスト運転（暖房兼デフロスト
運転）は、暖房兼蓄熱運転を間に挟んで順次実行される。熱源機の台数が多くなるほど、
馬力あたりの必要採熱量を低減できるため、圧縮機容量及び蓄熱槽容量の小型化の効果が
大きくなる。
【００７３】
［室内機の台数］
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　上記実施の形態１では、室内機が１台の場合を例に挙げたが、室内機は２台以上であっ
てもよい。室内機が２台以上であっても上記実施の形態１と同様の効果が得られる。
【００７４】
［膨張弁制御］
　上記実施の形態１では、暖房兼蓄熱運転時において、熱源側膨張弁４Ａ、４Ｂは、それ
ぞれアキュムレータ６Ａ、６Ｂの入口における冷媒の過熱度が目標値に近づくように制御
されているが、熱源側膨張弁４Ａ、４Ｂは、それぞれ圧縮機１Ａ、１Ｂからの吐出冷媒の
過熱度が目標値に近づくように制御されるようにしても同様の効果が得られる。圧縮機１
Ａ、１Ｂからの吐出冷媒の過熱度は、それぞれ、高圧センサ２１Ａ、２１Ｂにより検出さ
れる冷媒圧力と、吐出温度センサ２３Ａ、２３Ｂにより検出される配管温度から推定した
冷媒温度と、によって求められる。
【００７５】
　また、上記実施の形態１では、第１の暖房兼デフロスト運転時において、蓄熱膨張弁１
１及び熱源側膨張弁４Ｂは、それぞれアキュムレータ６Ａ、６Ｂの入口における冷媒の過
熱度が目標値に近づくように制御されているが、蓄熱膨張弁１１及び熱源側膨張弁４Ｂは
、それぞれ圧縮機１Ａ、１Ｂからの吐出冷媒の過熱度が目標値に近づくように制御される
ようにしても同様の効果が得られる。
【００７６】
　また、上記実施の形態１では、第２の暖房兼デフロスト運転時において、熱源側膨張弁
４Ａ及び蓄熱膨張弁１１は、それぞれアキュムレータ６Ａ、６Ｂの入口における冷媒の過
熱度が目標値に近づくように制御されているが、熱源側膨張弁４Ａ及び蓄熱膨張弁１１は
、それぞれ圧縮機１Ａ、１Ｂからの吐出冷媒の過熱度が目標値に近づくように制御される
ようにしても同様の効果が得られる。
【００７７】
［冷媒］
　上記実施の形態１において使用される冷媒は特に限定されることはないが、例えばＲ３
２のように吐出温度が高くなりやすい冷媒を用いた場合、暖房兼蓄熱運転時の蓄熱量を増
大させることができるため、圧縮機容量及び蓄熱槽容量の小型化の効果が大きくなる。
【００７８】
　上記の各実施の形態や変形例は、互いに組み合わせて実施することが可能である。
【符号の説明】
【００７９】
　１Ａ、１Ｂ　圧縮機、２Ａ、２Ｂ　逆止弁、３Ａ、３Ｂ　四方弁、４Ａ、４Ｂ　熱源側
膨張弁、５Ａ、５Ｂ　熱源側熱交換器、６Ａ、６Ｂ　アキュムレータ、７Ａ、７Ｂ　低圧
電磁弁、８Ａ、８Ｂ　ホットガスバイパス電磁弁、９　四方弁、１０　蓄熱熱交換器、１
１　蓄熱膨張弁、１２　室内熱交換器、１３　室内膨張弁、２１Ａ、２１Ｂ　高圧センサ
、２２Ａ、２２Ｂ　低圧センサ、２３Ａ、２３Ｂ　吐出温度センサ、２４Ａ、２４Ｂ　吸
入温度センサ、２５、２６　温度センサ、３０　主回路、４０　蓄熱回路、５０　採熱回
路、６０Ａ、６０Ｂ　ホットガスバイパス回路、１００　熱源機（ＯＣ１）、２００　熱
源機（ＯＣ２）、３００　蓄熱システム、４００　室内機、５００　制御部、Ｃ１、Ｃ２
、Ｃ３Ａ、Ｃ３Ｂ、Ｃ４Ａ、Ｃ４Ｂ、Ｃ５Ａ、Ｃ５Ｂ　接続点。
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